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C－3　衣服の嘲口詰形態が人体におよぼす影響にフレヽて一上郎卸, 水神ﾛｰ

東京営芸大　　中橋美智子　　　湘北短大　0 塘弁史子

目的　 本実験 ぱ，外気環境 気温の変化 による体黙の産生・放
服の諸形態が人体に牡よぼす影響について明ら力ヽにし， その一方法として人体 着用実，

験い1 なフだの1-そ(う結果i 報 告する。

力法　 環境条併：低 気温 いに 八　 中落 気'■Ml （2d °C) , 高気温(.30'G)

実峡項g  : 皮凍 温， 衣胆気候， 衣脂下湿劃 体 温，発汗 量。

用口形蔵 : (･）衿　 低 気温・ 中耳 気温の埓右-一々 ネッ7  ■ タ- トル ネッ死　高

気温－ スクエアオッ7  ■ ズダ ン にカラ ー （z)袖　高 気温一-- ノース'j ー7 ヽ･フレ アース

リープ・パ フスリーブヽ

更に徴気温におい ては肩夏･ 無夏 時に おけ るtt較， 高気温 不はI' ス胤7.ヽ 7 ウス羞

玖 による見rn も試み た。

結果　祗 気温・高 気温に払 する㈲口形匙によ る戌ﾉ薦温 の朱尾 瀬 に同口節 付迩 にお

い て顕 勧 こあ らわれ,   痢風硝T は 更に その差は大ぺし< なる。 レース風衣服は体勲・ 放

散･ 運汗作 用に対 しかな'J A  効 な形梵,T- 冷し 今 回<9実舷 にS  リ吋参 ■ 防蔦に対 才多

衣服形態 によ３ 気嘆調節の吏要性 ヵ順It  .+れた。

ｃ－4　 不織布シ ーツの実用化 に関 する一考祭

東京 学芸大　　 中循 美智子　　　 灘漂鳥大激 育　０森田量子

目的　 不織 布シーツの実用化に関 して床　 在来 の織物 に比較 し てまだ充分に利 用さ

れてい ない のが現状 であ る。 本実験 は， このイ旅布シ ーツの実用化 を更に進 め るたの

に, 性lt 実験 ・筑 たく実験･ 就寝実政 左行 ない， 被m 衛生 学の立il 力ヽら一般 に使 用ご

れてい３綿 シ ーツをの 比較稽討き｡試 みたのでヽ慌 告する。

75 法　試 料 イ 織布 レーン. 綿 シーツ（変i 織 引

実験 ■- (り性能 実験　 巾保温性　2 ）通気性　 ｽ）゙含 気性　+) 吸湿性　 丿 吸水性

^ 防しわ碓　 ワバ の旭　(2} 洗たく覚顛　 沈 たく10 回後のよ記 の碓能央栗 おJ  5-' 薯タ及

試,峡　匈 就寝実験　 上iL<n眠 村によ る一遣向就寝後 の使 用威の アンケ ート 調査

郎粟　 不識布シーツは含気性 ■ 傅温性･ 亘 気性・吸 湿性に寸ぐMl く耐洗たく'li七

あ'),   洗f; く後の 各強度^^ 帳 の結果 令弟 い 低ヽ 下は認められなヵヽ つた。 各恕ま↑こくに

よる叙篤亨も綿シ ーツには較 して護 少であ る√就 隻更級 の結果， 外観･ しわ・ 耐久徨

なと･の向患il心') あ げられf; が しヵヽし 一般 的ｲ唄向とI て寝心地･  裸温祖 に満足を示

し. 夕後旅行用・ 果客用なとの利用i 希望し了いる。5t 度の,点?   は綿シーツ よ') % し

･ （% 3 力俑 期向痩甲 乙して耐 久首 も 二の程度 で許洛:^ れよラ。外軋 のペ-  ペ 一的 風合

いの呵題 も今後 更に改良の余地 があ ろ 似


